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ボア ストローク 圧縮比
５３ ４５ １２.５：１

・この度は、弊社製品をお買い上げ頂きましてありがとうございます。使用の際には下記事項を遵守頂きますようお願い致します。
・取り付け前には、必ずキット内容をお確かめ下さい。万一お気付きの点がございましたら、お買い上げ頂いた販売店にご相談下さい。

◎性能アップ、デザイン変更、コストアップ等で製品および価格は予告無く変更されます。予めご了承下さい。
◎クレームについては、材料および加工に欠陥があると認められた製品に対してのみ、お買い上げ後１ヶ月以内を限度として、修理又は交換させて
　頂きます。但し、正しい取り付けや、使用方法など守られていない場合は、この限りではありません。修理又は交換等にかかる一切の費用は対象

　となりません。
◎この取扱説明書は、当製品を破棄されるまで保管下さいます様お願い致します。

☆ご使用前に必ずお読み下さい☆
◎取扱説明書に書かれている指示を無視した使用により事故や損害が発生した場合、弊社は賠償の責を一切負いかねます。
◎当製品を取り付け使用し、当製品以外の部品に不具合が発生しても当製品以外の部品の保証は、どの様な事柄でも一切負いかねます。
◎当製品を加工等された場合や取り付けられた場合は、保証の対象にはなりません。
◎他社製品との組み合わせのお問い合わせはご遠慮下さい。
◎当製品は、上記適応車種の車両専用品です。他の車両には取り付け出来ませんのでご注意下さい。
◎ノーマルシリンダーヘッドには使用出来ません。
◎このピストン使用時は、必ずこのキット同梱のプラグスリーブを使用して下さい。

　シリンダーヘッドキット同梱のプラグスリーブを使用すると、スパークプラグとピストンが干渉します。必ずお守り下さい。
◎オプションカムＳＲ―３０、ＳＲ－３５は使用出来ません。

◎イラスト、写真などの記載内容が本パーツと異なる場合がありますので、予めご了承下さい。

商品番号

車　種

仕　様

：０１－０２―０１６６
：Ａｐｅ１００、ＸＲ１００モタード

　ＣＲＦ１００Ｆ、ＸＲ１００Ｒ

：スーパーヘッド＋Ｒ装着車専用

～特　徴～
○ノーマルシリンダーが使用出来るノーマル同サイズのピストンキットです。
○アルミ鍛造材を使用し、全切削加工する事により軽量、高強度に仕上げています。
○ピストンリングはフリクションロスの少ないトップ、セカンドリング０．８ｍｍ　オイルリング１．５ｍｍと、薄型としております。

 ・一般公道では、法定速度を守り遵法運転を心掛けて下さい。
　　（法定速度を越える速度で走行した場合、運転者は道路交通法、速度超過違反で罰せられます。）
 ・作業等を行う際は、必ず冷間時（エンジンおよびマフラーが冷えている時）に行って下さい。（火傷の原因となります。）
 ・作業を行う際は、その作業に適した工具を用意して行って下さい。（部品の破損、ケガの原因となります。）　
 ・規定トルクは、必ずトルクレンチを使用し、確実に作業を行って下さい。（ボルトおよびナットの破損、脱落の原因となります。）
 ・製品およびフレームには、エッジや突起がある場合があります。作業時は、手を保護して作業を行って下さい。（ケガの原因となります。）
 ・走行前は、必ず各部を点検し、ネジ部等の緩みが無いかを確認し緩みがあれば規定トルクで確実に増し締めを行って下さい。
　　（部品の脱落の原因となります。）

注意 この内容を無視した取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容及び物的損害が想定される内容を示しています。

 ・技術・知識等が無い方は、作業を行わないで下さい。（部品破損等の原因により、転倒・事故につながる恐れがあります。）
 ・エンジンを回転させる場合は、必ず換気の良い場所で行って下さい。密閉した様な場所では、エンジンを始動させないで下さい。
　　（一酸化炭素中毒になる恐れがあります。）
 ・走行中、異常が発生した場合は、直ちに車両を安全な場所に停止させ、走行を中止して下さい。（事故につながる恐れがあります。）
 ・作業を行う際は、水平な場所で車両を安定させ安全に作業を行って下さい。（作業中に車両が倒れてケガをする恐れがあります。）

 ・点検、整備は、取扱説明書又は、サービスマニュアル等の点検方法、要領を守り、正しく行って下さい。
　　（不適当な点検整備は、事故につながる恐れがあります。）
 ・点検、整備等を行った際、損傷部品が見つかれば、その部品を再使用する事は避け損傷部品の交換を行って下さい。
　　（そのまま使用すると事故につながる恐れがあります。）
 ・ガソリンは、非常に引火しやすい為、一切の火気を避け燃えやすい物が周りに無い事を確認して下さい。又、気化したガソリンの滞留は、爆発等
　　の危険性がある為、通気の良い場所で作業を行って下さい。

　警告 この内容を無視した取り扱いをすると、人が死亡したり重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。

ピストンキット（φ５３）　取扱説明書
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番号 部　品　名 個数 リペア品番 　数
１ ピストン １
２ ピストンリングセット　５３ｍｍ １ ０１―１５―０２４ １
３ ピストンピンサークリップ ２ ００―０１―００５２ ６
４ ピストンピン　１４×３６.３ １ １３１１１―ＫＮ４―Ｔ０１ １
５ シリンダーヘッドガスケット １ １２２５１―ＧＥＹ―Ｔ００ １
６ シリンダーガスケット １ ００―０１―００７５ ２
７ プラグスリーブＬ １ １２３５１―ＫＮ４―Ｔ２０ １

～商　品　内　容～

※リペアパーツは必ずリペア品番にてご発注下さい。品番発注でない場合、受注出来ない場合も

　あります。予めご了承下さい。
　尚、単品出荷出来ない部品もありますので、その場合はセット品番にてご注文下さいます様お願

　い致します。

１

２

３ ４

５

６

入

〒５８４－００６９ 大阪府富田林市錦織東三丁目５番１６号

ＴＥＬ　　　　　　　　　　０７２１―２５―１３５７
ＦＡＸ　　　　　　　　　　０７２１－２４－５０５９
お問い合わせ専用ダイヤル　０７２１―２５―８８５７

ＵＲＬ　　　　　　　　　 http://www.takegawa.co.jp

７
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ｏサービスマニュアルに従いクランクケースを組み立てます。

～点　検　要　領～

　　注意：トルクレンチを必ず用意し、確実に規定トルクを守り作業を行う事。

　　警告：技術、知識の無い方は、作業を行わない事。

○ エンジン脱着、クランクケース分割等の作業が必要となる場合がありま
　す。ホンダ純正サービスマニュアルを必ず参照し、確実に作業を行なっ
　て下さい。
○サービスマニュアルに従い、エンジンをフレームから取り外し、エンジ
　ンを分解します。

　・コンロッド小端部の内径を測定する。

　　∴１４．０５ｍｍ以上交換
　・コンロッド大端部軸方向隙間を測定する。
　　∴０．５ｍｍ以上交換

　・コンロッド大端部軸直角２方向のガタを測定する。
　　∴０．０１ｍｍ以上交換

　・クランクシャフトの振れを測定する。
　　∴右部：０．０８５ｍｍ以上交換
　　　左部：０．０７０ｍｍ以上交換

点検項目

Ｙ

Ｘ

о各部品の点検を行います。

５２ｍｍ３０ｍｍ
左部 右部

シリンダーゲージ

　注意：各部の点検、消耗品の確認交換は確実に行う事。

○シリンダーの点検
　・シリンダーの内面の摩耗、損傷を点検する。
　・ピストンピン方向とその直角軸方向（Ｘ－Ｙ方向）に、上、中、下段
　　の６ヶ所でシリンダー内径を測定し、記録する。
　　最大測定値を内径値とする。
　　∴シリンダー　φ５３．１ｍｍ以上交換

　・シリンダーとピストンの隙間を計算して求める。
　　∴クリアランス　０．０２５～０．０６

　・シリンダーの上面のキズ、損傷を点検する。
　・シリンダーの上面の歪みをストレートエッジ及びシックネスゲージで
　　点検する。
　　∴使用限度：０．０５ｍｍ以上交換

☆シリンダー内径が使用限度を超えている場合、シリンダーを

　交換する。

ＩＮ

Ｘ

Ｙ
ＥＸ

上

中

下

　・ピストンピン穴に対し、直角の方向でピストンスカート下端から指定
　　の位置でピストンの外径を測定する。

ストレートエッジ

シックネスゲージ

指定位置

マイクロメーター

９０°

☆シリンダー内面にキズがある場合、ピストンクリアランス内
　でホーニング修正を行う。

９
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～シリンダー取り付け要領～

☆必ず上記作業を行って下さい。
　シリンダーヘッドキット同梱の
　プラグスリーブを誤って使用す
　ると、スパークプラグとピスト
　ンが干渉します。
　必ずお守り下さい。

◎イラスト、写真などの記載内容が本パーツと異なる場合がありますので、予めご了承下さい。

◇ガスケットカスをスクレーパー

　やカッターナイフ等できれいに
　取り除きます。

◇ピストンピン穴の片側に付属の
　ピストンピンサークリップを取
　り付けます。

◇図を参考にしてマークを上に向
　けピストンリングを取り付けま
　す。

◇ピストンピン穴にエンジンオイ
　ルを塗布します。

◇コンロッドのピストンピン穴にエ
　ンジンオイルを塗布します。

◇ピストンピンにエンジンオイル又

　はモリブデン溶液を塗布し、ピス
　トンの上面のＩＮマークが、吸気
　側に向くようにピストンを取り付
　けます。

◇付属のピストンピンサークリップ
　を取り付けます。
※ピストンピンサークリップの合い
　口は切り欠き部を避けて、ピスト

　ンに対し上下方向に合わせます。

◇カムチェーンテンショナーをキッ
　トのシリンダーに差し込み、スプ
　リングのフックをシリンダーに　
　引っ掛けます。

◇カムチェーンテンショナーのロッ
　ド先端を取り付け面と同じぐらい
　の位置にします。
　アジャストボルトで固定し、ロッ
　クナットを締め付けます。

◇詰めていたウエスを取り外します。
◇クランクケースとシリンダーの合
　せ面をシンナー等で脱脂します。

◇ノックピン２個とシリンダーガス
　ケットをクランクケースに取り付
　けます。

◇シリンダーの内側にエンジンオイ
　ルを塗布し、均等に塗り広げます。

◇シリンダーにピストンリングの合

　い口がずれないようシリンダーを
　取り付けます。

◇ピストンがシリンダーにはまっ
　たら、カムチェーンをシリン　
　ダーに通してシリンダーをクラ
　ンクケースにはめ込みます。

◇カムチェーンガイドの先端をク
　ランクケースの溝に、突起部を
　シリンダーの溝に合わすように
　して差し込みます。

◇シリンダーヘッド取り付け要領
　に従ってシリンダーヘッドを取
　り付けます。
◇専用のスパーグプラグに、ピス
　トンキット同梱のプラグスリー
　ブＬを取り付け、スパークプラ
　グネジ部に少量のアルミスペ　
　シャルを塗布し、取り付け規定
　トルクま締め付けます。
　プラグスリーブＬには判別用　
　マーク（ライン）が入っています。
　必ずマーク入りのプラグスリー
　ブを使用して下さい。

ロッド
　先端

☆シリンダー取り付け

◇ピストンの全周面と、ピストン

　リングにエンジンオイルを塗布し
　ます。

　注意：取り付け面にキズを付
　　　　け無い事

○ピストンピンサークリップの合
　い口は、ピストンピン穴の切り
　欠き部を避け、ピストンに対し
　て上下方向に合わせます。

N E W

ピン穴切り欠き

サークリップ
合い口

ＩＮ

N E W

カムチェーンガイド

シリンダー

クランクケース

突起部

先端

判別用マーク（ライン）

プラグスリーブＬ スパークプラグ

Dec./03/’14   rev.Mar./09/’17

サイド
レール

マーク

トップリング
（側面銀色）

セカンドリング
（黒色）

マーク

エキスパンダー
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○シリンダーの点検
　・シリンダーの内面の摩耗、損傷を点検する。
　・ピストンピン方向とその直角軸方向（Ｘ－Ｙ方向）に、上、中、

　　下段の６ヶ所でシリンダー内径を測定し、記録する。
　　最大測定値を内径値とする。
　　∴シリンダー　φ５３．１ｍｍ以上交換
　・シリンダーとピストンの隙間を計算して求める。
　　∴クリアランス　０．０２５～０．０６　　０．１０以上交換

　　∴ピストンφ５２．９ｍｍ以下交換
　・シリンダーとピストンの隙間を計算して求める。
　　∴クリアランス　０．０２５～０．０６　　０．１０以上交換
　・ピストンピンの外径を測定する。

　　∴１３．９８ｍｍ以下交換

○ピストンリングの点検
　・ピストン頭部でピストンリングを下部に水平に取り付け、合
　　い口のクリアランスをシックネスゲージで測定する。

　　∴ＴＯＰ／２ＮＤ－０．５０ｍｍ以上交換　
　　　ＯＩＬ－０．９０ｍｍ以上交換

　・シリンダーの上面のキズ、損傷を点検する。
　・シリンダーの上面の歪みをストレートエッジ及びシックネス
　　ゲージで点検する。
　　∴使用限度：０．０５ｍｍ以上交換

インスペクション／マニュアル

ＩＮ

Ｘ

Ｙ
ＥＸ

上

中

下

　☆シリンダー内径が使用限度を超えている場合、シリ

　　ンダーとピストンをセットで交換する。

９

ストレートエッジ

シックネスゲージ

ピストンリング

シックネスゲージピストン

押し込む

指定位置

マイクロメーター

９０°

マイクロメーター

○ピストンの点検
　・ピストンからカーボンの汚れを取り除く。
　・ピストンにピストンリングを取り付け、ピストンリングをリ

　　ング溝に押し込んだ状態で、ピストンリングと、リング溝の
　　クリアランスをシックスネゲージで測定する。
　　∴０．１７ｍｍ以上交換

　・ピストンの外傷を点検する。
　・ピストンピン穴に対し、直角の方向でピストンスカート下端
　　から指定の位置でピストンの外径を測定する。

警告：技術、知識の無い方は、作業を行わない事。

ピストン
リング

　〔参考〕慣らし運転
　　　　６０００ｒｐｍ以下、１５０ｋｍ程度

重要：エンジンをかけて熱が入るとピストンは若干ですが縮み
　　　ます。又、慣らし運転をどの程度行うのか、慣らし運転
　　　の状況によって縮み方は変わってきます。慣らし運転を
　　　しっかり行って下さい。慣らし運転を怠るとピストンの
　　　焼き付き等のトラブル、又はピストンが大きく縮みピス
　　　トン打音が大きくなる可能性があります。


